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特
殊
法
人
等

東
日
本
高
速
道
路
株
式
会
社
工
事

了
、
弁
理
士
登
録
・
特
定
侵
害
訴
訟
代
理

業
務
の
付
記
関
係

地
方
公
共
団
体

解
散
命
令
、
行
焼
死
亡
入
、
旅
行
業
者
常

業
保
証
金
の
権
利
調
査
の
た
め
の
意
見
聴

取
会
及
び
仮
配
当
表
関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告
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O O O O

O O
電
ノ
←
申
請
等
に
よ
り
、
添
付
書
類
等
に
係

電
波
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令
(
総
務
六
一
一
)

知
線
局
免
許
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す

す
る
省
令
(
間
六
回
) 

定
め
る
件
(
同
一
二
-
一
五
)

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に

無
線
局
に
結
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な

電
波
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
、
時
計
、

A
-
H〕

〔省

令
(
向
六
五
)

〔
仕
口

フ可� ヨs::
b 

一十五年
 

一月一一
 

日

種

郵

便

物

認

可

a

る
省
令
(
同
六
一
一
一
)

。
登
録
点
検
事
業
者
等
規
則
の
一
部
を
改
正

お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
法
律
施
行
規
剖
の
一
部
を
改
正
す
る
省

刀τ
、---'

業
務
書
類
等
の
備
え
つ
け
を
者
略
で
き
る

無
線
局
及
、
ひ
省
略
で
き
る
も
の
の
範
囲
並

び
に
そ
の
備
え
つ
け
場
所
の
特
例
又
は
共

同
で
き
る
場
合
を
定
め
る
件
の
一
部
な
改

正
す
る
件
(
総
務
一
ニ
二
一
)

。
養
成
課
程
の
終
了
の
際
に
行
う
試
験
の
実

施
に
つ
い
て
定
め
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件
(
同
三
二
一
一
) 

(
宮
庁
報
告
〕

zH

る
電
磁
的
記
録
を
提
出
し
た
無
線
局
及
び

高
周
波
利
用
設
備
の
う
ち
、
そ
の
電
磁
的

記
録
を
高
ち
に
表
-
一
川
守
す
る
こ
と
が
困
難
又

は
不
合
理
で
あ
る
も
の
が
、
当
該
書
類
等

に
係
る
電
磁
的
記
録
の
内
察
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
る
方
法
を
定
め
る
件

庁
事
項

人
事
院
年
次
報
告
(
業
務
状
況
撮
告
)
(
内
閣
)

諸

事

項

公

比
ロ
〕

，--.， 

(
同
三
一
一
一
一
一
)

電
波
法
施
行
規
則
第 

八
条
第
三
項
た

だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
証
票
そ
備
え

付
け
る
こ
と
を
要
し
な
い
無
線
局
を
定
め

る
件
(
間
三
二
回
)

O
電
被
法
施
行
規
則
第
五
十
二
条
の
…
一
一
第
一

O

--Ci

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

部
完

d

~ 
フ可

項
の
規
定
に
慕
づ
き
、
申
語
又
は
届
出
を

電
子
申
請
等
に
よ
り
行
う
場
合
に
お
い

て
、
電
磁
的
記
録
を
送
信
す
る
こ
と
に
よ

り
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
書
類
等
を

ら
な
い
電
波
法
及
び
こ
れ
に
基
づ
く
命
令

の
集
録
に
代
え
て
総
務
大
臣
の
認
定
す
る

抄
録
を
備
え
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
無
線

局
を
定
め
る
件
等
を
廃
止
す
る
件

(
同
二
一
二
ム
ハ
) 

O O O
無
線
従
事
者
養
成
課
程
の
実
施
安
積
を
定

電
波
法
施
行
規
開
の
規
定
に
よ
り
許
可
そ

殻
録
点
検
事
業
者
等
が
行
、
つ
点
殺
の
実
施

め
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

(
碕
三
二
七
)

要
し
な
い
工
事
設
計
の
軽
微
な
事
項
そ
定

め
る
等
の
件
の
一
部
を
改
定
す
る
件

(
同
三
一
一
八
) 

ロE 

方
法
寺
を
定
め
る
『
件
の
一
部
を
改
正
す
る

件
(
間
三
二
九
) O 


( 
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|司のを i丙め� Irtlと|司;こと同改に改問問とわJ(四) ト 常 奴 O
注表項「項、項し表改し表め改め(土)攻し項中第ル第局第目電 則電総
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1 iれ記つ のの れ法磁第の第 七lcを及� q1困)中時の、|司の i司、同問と� 1111中(2)十上十びーペ1去右足定一法省� 

(3)ば録い (2)限 機たそ的八議十�  (1);をおび「を「項項同項項(阿)同(主)項し項「」八」二特条二二!施波二部(令
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「 削 同 「 出 現 同 項 し 項 「 そ �  (1)ー を 一 務 及 + 尉 宮ff正:十しな 要、しな備でのそょのしよ向にそ悼を
L

'-項い号のひー(規ハす十ニ.，たいに篭たいえあ人合項り五たう項，と「凶り項恒)り同項目、同(1)

の
よ
う
に

~このう中川第条昭則月る五号(2)L-、と同と問中'---1)、(図(三)し(1)(2)書。応磁番。付るのむた総第書に(三)� L
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f言項す記し れ記はのに合条尉 ，-改「じ)同 (3)及中 (3)及「中項そ」め(対同削うの 三の淡す
規にる録た ば 録認場よ通の第 をめ(1)をそ」び� び住)，仁) 中二監る~こ、な項り。問-， 
川 競 ζ さ舎 なそ誠合り f2i六八 「、」削向者E岡{主)そ

L

(四)'-(却を (2)改 l司I，'J(三)、以の 「ご E里省� 
fせ定とれ類 ら必すに可I局 第 条 に}向にり項「」」「」をか削」め(1i.)項と司下Ji!g 第を委令
録すがた( な 要るお議長二第 及項改、(二)(2)をそ (2)を「らりに、を凶し項同離 六二ミ員

勾然会f-)刷、改同問と、(訪じにI---，，'-び(三)め同と'---い にこい者が攻二第るでも第
十方きの1i応とてに援及項 (三)中、項しにに)(:!:)に(二)'-ま同め(十)項し問中 J iま ま� h規
六法ると項 たじが、返出ひ......，� i で十 I可 制 、改及」改及にで項、そ(旬、項と rJ
号;こ電すに だ l氏で当し書第刊 に(主)(四)中間めびにめび� -4」(三)PiJHと問(五)(2) ~こん し二第
によ子る規 しちぎ該た類士摂 ベ」そ「項、伊斗、(ゴ (1)そ中(主)取し項中」改ど を条十
掲る註こ定 、;こな書もの九則� (2)を i司巴)岡田� (3) 同~ (3)---"を凶、(切「をめ等 -.1四

-，るし(3)剛に」同国間と|司中(1(阿)に'-'j1i'--，写げ場算とす 第表い類の写条第�  第 第 弓

か
又
は
こ
れ
以
上� 

る合機がる 六示方がとし第十�  iを(士)(斗を「を:をを，をか及項し項----， L-(1)。い 五一h'-'
意はそで総項す法重 み で ニ ー」と「同巴)，同問「らび問、町)を」 号十の

、のき務 にるを磁なあ項条 (1)にし (1)'---汲 (2)項L-(2)同(四)と問中 「に ま二""".-~
改(2)ま」し項(3);を三)r'--(を(司君，、規こい的さるに第とこ他る大 1i: で 条 部

L-め---， 「と「にと，でを、(士)(1)定とう方れこお三すのの。直 に (3)河に 」のな
L

33 に三次に、(3)中'---fj訂巴)に'---，k改」表改(三)し(1)改すが。法たとい項る限機との
0 り器 の認 るで以(援そて、 めそ八め」、」め 改』こに)項「を」改間 ベどの 扮

で毛主場定 ア!き下電出託準第 、"""'の、に向 iこ、向にめベ及(主)(1)---， fこめ(司 Eえにぶ 大
な備合す 法るいj子吉明!日十 悶 (2)項同ベ表改出羽攻再(1)び中」巴)改討を� z び改う 阻

守主z日325君主22 2L2 )τz h)1v(srE宮伊空曾吟伊均匂雪ド困白閉)男巴町� 
EE何可「同そをへL-(雨五ii斗リド川阿改，!悶司そ頃� i 占阿を仁判ぽ守けいの る 計に品写も場の 局 正 藤O

てで宅そr 場号� EF算;草 よ円しの合問�  乃万L-「「ぞ」め凶同と河司
おは含
か、む

当J
け該に

台機り磁に(そ第 同、及仁)(1)そを倒ーを項 (2)区) ;こ、を項し
はそ記気係 i司含: と 向 び と 」削問とを�  i司(剛� (3)そ (2)改問問問、
、の録的る規む項 し表側しにり項し「項�  ι.....1L..め(対項 t河

こ 他さ方電則 J 、 、九」、改、仁i、巴)仁jkに巴)fこ、そ同、現�  

キ
ロ
メ
! 

「

非� 

。 勉

2 第情�  

軍高言前2品書主主主手主富控室雲
4 周り無 項 の だがて

)j伺三当3ω)((ω項め(同三弓)項---， 同項(問j二斗� 

め
る
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i

第こ
の
省
令
は
、
平
或
二
十
一
年
七
万
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

総
務
省
令
第
六
十
四
号

(号外第 

i

(
施
行
期
臼
)

こ
の
省
令
は
、
平
成
-
工

(
経
過
措
讃
)

こ
の
省
令
の
施
行
の
日
前
に
電
磁
的
記
録
に
よ
り
捉
出
さ
れ
た
議
類
に
つ
い
て
の
無
線
局
へ
の
備
付
け
及
び
高
周

130号)

5
3
U
M
5
4
2
0

別
表
第
四
号
の
‘
反
則
2
の
様
式
中
「
静
浦
悉
添
険
識
も
)
憲
主
ヰ
対
漏
斗
か
論
議
淘

日
同
肌

土
晶
子 

2に
定
め
る
。

平

成

二

十

一

年

六

月

二

十

二

日

総

務

大

臣

佐

藤

勉

と
し
、
ホ
を
ニ
と
す
る
。

3

総
務
大
包
は
、
第
一
環
の
規
定
に
よ
り
送
信
さ
れ
た
電
磁
的
記
録
に
疑
義
が
あ
る
と
き
又
は
判
読
す
る
こ
と
が
で
一

き
な
い
と
き
は
、
当
該
電
磁
的
記
録
な
送
信
し
た
者
に
対
し
て
、
期
限
を
定
め
て
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
存
す
る
一

書

類

等

の

提

出

を

求

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

一

別
表
第
二
号
第
二
項
目
中
「
岬
」
そ
一
日
」
に
改
め
、
同
聞
か
」
同
項
悩
と
し
、
同
項
中
川
川
在
日
と
し
、
聞
か
ら
間
ま
一

で

か

」

川

聞

か

ら

側

ま

で

と

し

、

闘

の

次

に

次

の

よ

う

に

加

え

る

。

一

た
だ
し
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
免
許
の
申
請
が
、
霞
子
申
詰
等
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
二
十
五
条
勿
一
一
以
後
段
を
削
る
。

第
二
十
六
条
第
四
間
引
に
次
の
た
だ
し
警
な
加
え
る
。

た
だ
し
、
許
可
の
申
請
が
、
電
子
申
訪
等
で
あ
る
場
合
は
、
当
該
申
請
に
つ
き
許
可
を
与
え
た
と
き
は
、
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
写
し
に
つ
い
て
提
出
書
類
の
写
し
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
申
誇
者
に
返
し
た
も
の
と
み
な
す
。

電
波
法
(
昭
和 

五
年
法
律
第
百
一
三
十
一
日
勺
)
第
十
条
第
二
項
、
第
十
八
条
第
二
項
及
び
第
七
十
三
条
第
三
項
の

規
定
に
縫
づ
き
、
並
び
に
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
登
録
点
検
事
業
者
等
規
則
の
一
部
そ
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

登
録
点
検
事
業
者
等
埼
刻
(
平
成
九
年
郵
政
討
令
第
七
十
六
号
)
り
‘
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
四
号
第
抗
争
の
表
一
の
項
中
口
そ
出
り
、
ハ
を
ロ
と
し
、
二
そ
ハ
と
し
、
同
友
二
の
項
中
ハ
を
削
り
、

教
録
点
検
事
業
者
等
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

電
波
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
結
理
委
員
会
規
則
第
ト
四
号
)
第
三
十
八
条
の
二
及
び
第
一
二
十
八
条
の
一
一
一

の
規
定
に
基
づ
き
、
昭
和
三
十
百
年
郵
政
省
告
示
第
千
十
七
ロ
ザ
(
電
波
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
、
時
計
、
業
務
醤

類
等
の
備
え
つ
け
を
得
快
晴
で
き
る
無
線
局
及
び
音
階
で
き
る
も
の
の
範
問
問
並
び
に
そ
の
備
え
つ
け
場
所
の
特
例
又
は
共

ニ
そ
ハ
↑
用
で
き
る
場
合
そ
定
め
る
件
)
の
一
部
を
次
り

4
7に
改
正
し
、
平
成
ニ
イ
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

平

成

二

十

…

年

六

月

二

十

二

日

総

務

大

臣

佐

藤

一
項
、
第
四
条
第
一
項
、
第
五
条
第
一
項
及
び
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
関
係
法
令
を
実
施
す
る
た
一

め
、
総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
一

改

比

す

る

省

令

を

次

の

よ

う

に

定

め

る

。

一

平

成

二

十

一

年

六

月

二

十

二

日

総

務

大

医

佐

蕗

勉

一

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
一

を

改

正

す

る

省

令

一

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
施
行
相
脱
出
(
平
成
十
五
一

年

総

務

省

令

第

四

ト

八

号

)

の

一

部

を

次

の

よ

う

に

改

正

す

る

。

一

別
表
電
波
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
罰
則
波
厳
理
委
員
会
規
則
第
十
四
日
う
)
の
一
嶋
中
「
第
六
条
の
一
ニ
」
の
下
に
一

一
そ
「
及
び
第
五
項

削

る

。

一

一
、
第
三
十
三
条
第
七
号
一
を
加
え
、
「
か
ら
第
六
項
ま
で

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
つ

に
改
め
、
「
第
二
項
及
び
第
三
項
」
を
↑

l

H
P

則
的
表
第
一
…
号
の
四
注

附

則

の
表
中
「 

一
宇
佐
「
回
目
日
中
」
に
改
め
る
。

i
電
波
法
(
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
一
日
勺
)
の
規
定
に
然
、
っ
き
、
及
川
ひ
同
法
を
実
施
す
る
た
め
、
無
線
局
免
許

手
続
規
則
の
一
部
そ
改
正
す
る
省
令
そ
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平

成

二

十

一

年

六

月

二

十

二

日

総

務

大

臣

佐

藤

勉

無
線
局
免
許
手
続
規
郎
の
一
部
在
改
正
す
る
省
令

無
線
局
免
許
手
続
続
出
(
昭
和
二
十
五
伝
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
五
日
す
)
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る

3

第
八
条
第
二
玖
た
だ
し
書
中
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
将
一
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
(
平
成
十
四
年
法

作
第
百
五
十
二
う
)
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
電
子
信
一
間
報
処
理
組
織
が
}
使
用
し
た
免
許
の
申
請
」

を
「
免
詳
の
申
請
が
、
電
子
申
請
等
(
施
行
鋭
則
第
三
十
八
条
第
六
項
の
電
子
申
請
等
を
い
う
。
以
下
川
じ
。
)
で
あ
る

場
合
は
、
当
該
申
請
」
に
改
め
る
。

五
条
の
二
の
二
第
四
項
に
次
の
た
だ
し
書
を
加
え
る
。

G

)

O
泌
利
用
設
備
の
設
霞
場
所
へ
の
備
付
け
に
つ
い
て
は
、
改
正
味
慢
の
第
一
十
八
条
第
六
項
(
第
隠
十
瓦
条
の
三
第
四
項

に
お
い
て
準
刑
す
る
場
台
を
含
む 

の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。

総
務
省
令
第
六
十
三
号

J

論
議
慈
険
議
打
一

絡
区
域
内
に
あ
る
も
の
に
お
い
て
、
そ
の
一
の
無
線
局
の
無
線
設
備
と
同
一
銭
格
の
予
備
の
無
線
設
備
(
空
中
一

線
系
に
つ
い
て
は
、
何
一
型
式
と
す
る
。
)
の
各
装
置
を
他
の
無
線
局
の
予
備
の
無
線
設
備
の
装
置
と
し
て
共
通
一

に

使

用

す

る

場

合

に

お

け

る

当

該

他

の

無

線

局

の

無

線

設

備

の

変

更

の

工

事

一

山リペロ

R
H

日
向
一
人
に
属
寸
る
二
以
上
の
相
官
一
線
局
で
無
線
設
備
の
設
置
場
所
又
は
常
置
場
所
が
同
一
の
総
合
通
信
局
の
管

L
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

一

こ
の
省
令
は
、
平
成
一
ト
ヶ
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
と

O
総
務
省
令
第
六
十
五
号

s

O
総
務
省
告
示
第
三
百
二
十
一
号

行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
公
平
成
十
周
年
法
律
第
百
五 

第
三
条
第
一

i
J
3

ιー� w 別第表
国
円 

リ

t
E
W
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五
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c
)

十
一
以
下
同
じ
�
 、

放

送

衛

厚

局

、

放

送

試

験

衛

星

局

、

ー

非

常

局

、

一

一

J

E

L L

HM
M
z

z

 

注
特
定
船
舶
局
(
免
許
規
川
第
開
条
第
二
項
の
表
�
 
ハ
の
項
の
特
定
船
舶
局
を
い
う
。
)
が
設
霞
す
る
こ
と
が
で
き
る

一一」� 

立
淡
二
�
 

ノ、
・
一
�
 

を
超
え
ゐ
一
八
日
以
下
の
田
周
波
数
を
使
用
す
る
空
中
線
�
 

の

る。
一

二
一
船
舶
局
�
 

議事|話器?

誌の135議
 

二
一
二
V
S
A
T
地
球
帰

通主線語海毒第 替差程

-環!

一 設傍無線 民

区


者事従線無
内


運

四

ii書類業務fn!iま

分

第
一
一
明
及
び
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る

一
時
品
、
業
務
室
同
類
等
の
備
付
け
の
省
路

次
の
表
の
中
慨
に
掲
げ
る
無
線
局
は
、
当
該
然
的
孤
げ
仰
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
計
、
架
線
検
査
簿
、
無

線
業
務
日
誌
又
は
施
行
規
則
第
三
一
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
業
務
吉
綴
の
う
ち
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
備

↑
四
一
宇
宙
物
体
に
開
設
す
る
無
線
局

一
五
一
無
人
方
式
の
無
線
設
備
の
無
線
路
(
移
動
す
る
も
の
そ
除
く
�
 

G

)

一
六
一
そ
の
他
の
無
線
局
(
移
動
す
る
も
の
(
船
舶
局
、
遭
難
自
動
通
報

一
一
局
及
び
無
線
航
行
移
動
応
を
除
く
っ
)
に
限
る
。
)

川
沿
霞
場
所

注
-
の
頃
及
び
ニ
の
項
に
掲
げ
る
無
線
開
局
に
つ
い
て
は
、
無
線
業
務
日
誌
を
除
く
。

第
三
項
の
表
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

三
時
計
、
業
務
書
類
等
の
共
用

次
の
表
の
中
欄
に
掲
げ
る
無
線
開
周
は
、
当
該
無
線
局
に
備
え
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
計
、
無
線
検
査
簿
、
熊
一

線
業
務
臼
誌
又
は
施
行
規
制
第
一
一
一
十
八
条
第
一
一
岐
に
規
定
す
る
業
務
畳
一
回
類
の
ろ
ち
同
表
の
下
繍
に
掲
げ
る
も
の
を
共
一

用

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

一

第
一
二
項
の
表
一
の
項
中
岡
な
削
り
、
同
そ
桝
と
し
、
同
ぞ
国
と
し
、
同
表
こ
の
項
無
線
局
の
種
別
の
欄
そ
次
の
よ
う
一

に

改

め

る

。

一

め

る

。

一

時

計

剛

一

線

局

一

一
の
凶
定
局
の
無
線
設
備
の
全
訴
を
他
の
協
定
局
の
多
重
通
信
方
式
の
無
線
設
備
の
一
部
と
し
て
共
川
す
る
然
一

H同

前

一

の

航

空

機

そ

設

置

場

所

と

す

る

航

空

機

片

と

航

空

機

地

球

局

一

第
一
一
一
項
の
表
一
一
の
項
中
国
を
削
り
、
間
表
三
の
項
共
同
用
で
き
る
時
計
、
業
務
書
類
等
の
範
山
間
の
繍
を
次
の
よ
う
に
改
一

第
三
項
の
表
四
の
項
中
阿
な
削
り
、
困
を
岡
と
し
、
同
表
六
の
項
中
国
を
削
り
、
剛
そ
伺
と
し
、
同
閣
を
岡
と
し
、
制
一

無

線

検

査

簿

山

一

表
七
の
項
及
び
八
の
項
を
削
り
、
同
表
九
の
域
共
用
で
き
る
時
計
、
業
務
詩
類
等
の
範
開
問
の
梅
そ
次
の
よ
う
に
改
め
る
二

第
三
項
の
表
九
の
項
老
同
友
七
の
項
ど
し
、
同
友
注
一
の
四
そ
削
り
、
同
表
設
四
中
「
、
航
空
機
地
球
局
又
は
無
線
一

標

定

移

動

局

」

を

「

又

は

航

空

機

地

球

口

刷

」

に

改

め

る

。

一

総

務

省

告

示

第

三

百

二

十

二

号

一

O
無
線
従
事
者
規
則
(
平
成
二
年
郵
政
省
令
第
十
八
号
)
第
二
十
一
条
第
一
項
第
九
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
年
↑

郵
政
省
告
示
第
三
百
五
十
号
(
養
成
一
諜
程
の
終
了
の
際
に
行
う
試
験
の
実
施
に
つ
い
て
定
め
る
件
)
の
一
部
を
次
の
よ
一

う

に

改

正

し

、

平

成

二

十

一

年

七

月

一

員

か

ら

施

行

す

る

。

一

平

成

二

十

一

年

六

月

二

十

三

日

一

iω

付
け
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き
る

一

一

一

省

略

で

き

る

時

計

、

業

務

書

類

等

の

一

一

一

無

線

痛

の

種

別

一

約

四 c

一

白

↑

J
E
A
H

一

二

川

放

送

局

、

放

送

試

験

日

河

、

海

岸

局

、

航

空

局

、

紛

舶

局

、

航

一

時

計

一

一

一

空

機

局

、

無

線

航

行

陸

上

局

、

無

線

標

識

局

、

海

岸

地

球

局

、

一

一

一

一

航

空

地

球

局

、

船

舶

地

球

局

、

航

空

機

地

球

局

(

注

空

機

の

市

京

一

一

一

全

運

航

又

は

疋

常

運

航

に

関

す

る

通

信

を

行

う

も

の

に

限

る

。

↑

一

一

一

放

送

を

行

う

実

例

化

試

験

局

(

電

気

通

信

業

務

を

行

う

こ

と

が

二

一

一

一

目

的

と

す

る

も

の

を

除

く

。

三

の

項

に

お

い

て

同

じ

。

)

、

標

準

二

一

一

一

胤

波

数

局

及

び

特

別

業

務

の

局

以

外

の

無

線

局

一

一
一

一

一
一
一
口
無
人
方
式
の
無
線
設
係
の
局
(
は
い
の
無
線
局
を
除
く

一
一
一
一
一
闘
が
間
開
設
す
る
無
線
路
(
定
期
検
資
を
要
す
る
も
の
に
後
る
。
)
以
一
無
線
検
査
簿
一

一

↑

外

の

無

線

沿

一

一

J

一
一
一
一
一
放
送
局
、
放
送
試
験
日
閥
、
海
岸
局
、
航
空
局
、
船
舶
局
、
航
空
機
一
無
線
業
務
日
誌
一

一

一

局

、

無

線

航

行

陸

上

局

、

無

線

標

識

局

、

海

岸

地

球

局

、

航

空

地

↑

一

一

一

球

局

、

船

舶

池

球

局

、

航

空

機

地

球

局

、

放

送

衛

星

屑

放

送

設

↑

一

一

一

験

街

経

局

、

非

常

局

及

び

般

送

を

行

う

実

附

化

試

験

局

以

外

の

無

一

一

一

一

一

線

刊

同

一

↑

一
四
一
海
岸
局
で
あ
っ
て
、
設
備
規
則
第
九
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
一
一
H

海
上
移
動
業
務
に
お
い
て
使
用
一

↑
一
選
択
呼
出
装
置
の
み
に
よ
り
呼
出
し
を
行
う
も
の
一
さ
れ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
般
又
は
一

一

一

一

番

号

順

の

局

の

呼

，

出

符

号

又

は

識

一

一

一

一

別

伝

与

の

表

一

一

一

一

一

一

↑

一

の

応

名

録

一

ω
海
岸
局
の
局
名
録
及
び
船
船
田
川
一

無
線
設
需
及
び
日
一
一
一
�
 E

;

i

電
波
又
ま

電
力
一
一
五
ワ
ッ
ト
以
下
の
無
線
設
備
�
 
N
U、
外
の
無
線
設
備
佐
設
置
し
て
い
な
い
船
舶
局
に
つ
い
て
は
、
通
信
の
佃
相
手

方
で
あ
る
無
線
局
の
無
線
業
務
臼
誌
に
よ
り
運
用
の
状
況
が
叩
応
援
さ
れ
る
場
合
は
、
無
線
業
務
日
誌
そ

H

悩
え
付
け

る
こ
と
を
褒
し
な
い
。

二
業
務
室
百
一
類
等
の
嬬
付
場
所
の
特
例

次
の
表
の
中
織
に
掲
げ
る
無
線
局
は
、
当
該
無
線
沿
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
無
線
検
査
簿
、
無

Z

Z

線
業
務
員
誌
又
は
施
行
規
制
問
第
三
十
八
粂
第
一
一
岐
に
規
定
す
る
書
類
(
一
の
境
、

掲
げ
る
無
線
局
に
つ
い
て
は
、
免
許
状
を
除
く
。
)
を
向
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
場
所
に
係
え
付
け
て
お
く
こ
と
が
で
き

震
波
一
五
六
日
を
超
え
一
万
七
・
四
五
回
以
下

F

…
の
扇
、
一
二
の
項
及
び
六
の
項
に

無

線

局

種� 

)5IJ 

航
心
情
機
応
及
び
航
山
定
機
地
球
局

(
F
一ニ� 

E

一
又
は
一
五
一
-
九
帥
を
超
え
一
一
日
目
一
師
以
下
の
周
波
れ
そ
使

用
す
る
空
中
線
電
力
五
ワ
ッ
ト
以
下
の
も
の
に
閉
山
る
。
)

錆

付

場

所

↑

定

時

隠

場

一

免
許
人
の
所
在
地

総
務
大
白

佐
藤

第
一
一
一
喜
一

間

法

そ

次

の

ょ

っ

に

改

め

る

。

一

�

 

iC土局7第長

種目り

級海銀四

一 法銃際関

法令係関� i 

(f) 

器禁!需12詰
l る 球信十

総数� 

J

ノ、

分
勉



5 平成 21年 6月22日� 月曜日 手足 (号外第 130号)

O

V

総
務
省
告
示
第
三
百
二
十
一
一
一
号

八
は
同
条
第
一
一
項
の
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
提
出
し
た

を
直
ち
に
表
示
す
る
こ
と
が
厄
難
又
は
不
合
理
で
あ
る
も
の
が
、
当
該
書
類
等
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
内
容
を
確
認
す

添
付
書
類

讃
場
所
そ
の
他
の
条
件
に
照
ら
し
て
と
れ
ら
の
管
理
上
合
理
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
方
法

一
二
免
許
人
又
は
高
周
波
利
用
設
備
の
設
置
者
が
添
付
書
類
等
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
電
磁
的
方
法
に
よ
り
記
録
し
、

そ
の
記
録
を
成
ち
に
表
示
す
る 
ζ

と
が
で
き
る
電
子
計
算
機
そ
の
他
の
機
器
を
備
え
付
け
て
お
く
方
法

四
第
一
項
か
ら
第
二
項
ま
で
に
掲
げ
る
方
法
に
準
ず
る
方
法
で
あ
っ
て
、
無
線
局
又
は
高
周
波
利
用
設
備
の
数
、
設

二
免
許
人
又
は
高
周
波
利
用
設
備
の
設
費
者
(
代
理
人
に
よ
る
市
議
の
場
合
は
、
代
明
人
を
含
む

添
付
書
類
等
に
係
る
電
磁
的
記
録
字
印
刻
し
た
書
面
を
備
え
付
け
て
お
く
方
法

c

以
下
同
じ
コ
)
が

(以 

係
る
霞
磁
的
記
録
」
と
レ
う
。
)
の
写
し
で
あ
る
こ
と
を
総
務
大
臣
又
は
総
合
通
信
局
長
が

一
一
説
明
し
た
書
面
そ
備
え
付
け
て
お
く
方
法

F
総
務
省
の
使
用
に
係
る
器
用
子
計
算
機
に
備
え
ら
れ
た
フ
ァ
イ
ル
に
記
録
さ
れ
た
添
付
書
類
等
に
係
る
電
磁
的
記
録

「
添
付
書
類
等 

ι

J

注
少
な
く
と
も
一
関
は
モ
ー
ル
ス
符
号
〈
運
用
規
制
問
別
表
第 

す
の
欧
文
に
限
る
。
以
下
こ
の
注
に
お
い

j摂第

土Y撃第阿マ無襲7 長線空雪三級 麗喧装闘� t校土京二� 震上;航空� 

立続陛 f線土封伝H宣R 

チ チ

ユ ニ工
 1 

rヨ

J

付
属
波
利
用
-
投
開
燃
の
う
ろ
、
そ
の
電
磁
的
記
録

仕

i- 十十十�  十|三イ

ili ii「iυli附川 リ� 

凶
十四

十 阿十五 五凹{ 五十分
五
分 十分十分 十分 l 五分 J] ノJ]¥ 

一

法
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
免
許
状
の
訂
正
の
申
請
免
許
状

一
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
と
お
り
と
す
る 

一

一 

2

法
第
二
十
四
条
の
五
第
項
の
規
定
に
よ
る
翠
史
の
届
出
(
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
登
録
誌
の
訂

2

一

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

場

合

に

限

る

。

)

設

録

証

一

一 

3

法

第

二

十

七

条

の

二

十

五

の

規

定

に

よ

る

登

録

状

の

訂

正

の

申

請

教

録

状

一

一 

4

法
第
百
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
活
第
二
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
高
周
波
利
用
設
備
の
許
可
状
の
訂
正
の
一

一

申

議

許

可

状

一

一 

5

検
定
規
則
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
合
格
機
器
に
係
る
変
一
史
の
扇
出
(
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
合
一

一

格

証

書

の

書

換

え

又

は

訂

正

そ

裂

す

る

こ

と

と

な

る

場

合

に

限

る

。

)

合

約

読

者

一

一 

6

従
事
者
規
制
第
三
十
二
条
の
ニ
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
確
認
の
取
消
し
の
申
請
(
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
一

一

確

認

書

の

訂

正

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

場

合

に

限

る

。

)

確

認

書

一

一 

7

従

事

表

規

則

第

四

十

九

条

第

一

項

の

規

定

に

よ

る

免

許

証

の

訂

正

の

申

請

免

許

証

一

一 

8

従
事
者
規
則
第
五
十
条
の
規
定
に
よ
る
免
許
一
説
の
再
交
付
の
申
請
へ
免
許
証
そ
失
っ
た
場
合
を
徐
く
。
)
免
許
一

一 

9

従
事
者
規
則
第
五
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
船
舶
局
無
線
従
事
者
証
明
書
(
こ
の
号
及
び
次
母
に
お
い
て
「
証
明
一

議
」
と
い
う
。
)
の
訂
正
の
申
請
証
明
書

日
従
事
者
規
則
第
五
十
七
条
の
規
定
に
よ
る
証
明
書
の
併

総

務

省

告

示

第

三

百

二

十

六

号

一

O
l

u

z

父
付
の
申
請
(
-
証
明
書
を
失
っ
た
場
合
を
除
く
の
)
一
品
一

明

書

一

一
施
行
規
郊
第
五
十
二
条
の
コ
一
第
一
項
の
総
務
大
陸
が
別
に
告
示
す
る
室
田
綴
方
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
手
続
に
つ
い
一

一
電
波
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
院
理
委
員
会
規
制
第
十
四
号
)
第
五
十
二
条
の
一
一
一
第
一
一
刻
の
規
定
に
基
づ
一

↑
き
、
申
請
又
は
脳
出
そ
電
子
申
請
等
に
よ
り
行
う
場
合
に
お
い
て
、
電
磁
的
記
録
を
送
信
す
る
こ
と
に
よ
り
提
出
す
る
一

一
こ
と
が
で
き
な
い
書
類
等
そ
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十
一
年
七
月
一
日
か
ら
続
行
す
る
。
一

一

平

成 

十

一

年

六

月

二

十

二

日

総

務

大

臣

佐

藤

勉

一

一
す
る

一

平

成

二

十

一

年

六

月

:

卜

一

日

総

務

大

臣

佐

藤

勉

一

一

ア

ル

ゴ

ス

シ

ス

テ

ム

の

鉱

山

総

局

一

一 

総

務

省

告

示

第

三

百

二

十

五

号

一

O
c 

一 

総

務

省

告

示

第

三

百

二

十

四

号

一

↑
電
波
法
施
行
規
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
僚
理
委
員
会
規
則
第
十
四
号
)
第
一
二
十
八
条
第
一
一
一
項
た
だ
し
妻
の
規
定
に
一

一
基
づ
き
、
証
哀
そ
備
え
付
け
る
こ
と
を
裂
し
な
い
無
総
局
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
品
…
十
一
年
七
月
一
白
か
ら
施
行
一

O
昭
和
五
十
一
年
郵
政
省
告
示
第
四
百
七
十
七
号
(
無
線
局
に
備
え
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
電
波
法
及
び
こ
一

れ
に
基
づ
く
命
令
の
集
録
に
代
え
て
総
務
大
同
の
認
定
す
る
抄
録
を
備
え
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
無
線
路
を
定
め
る
一

件
)
及
び
昭
和
ふ
十
七
年
郵
政
省
告
示
第
八
白
五
十
二
号
(
電
波
法
施
行
規
則
の
規
定
に
基
づ
き
、
免
許
状
の
掲
示
筒
一

所

そ

定

め

る

件

)

は

、

平

成

二

十

一

年

六

月

三

十

日

限

り

、

廃

止

す

る

。

-

平

成

二

十

一

年

六

月

二

十

二

日

総

務

大

混

佐

藤

勉

一

総

務

省

告

示

第

三

百

二

十

七

号

一

O
別
表
第
三
口
げ
の
表
中

-

A

仁三� 百童謡謡灘
ri 
2士� 真::� 

ZEとメJ、合司7JPZHG'・ 

臨海 矧)注主免持予

r. 一司-匂「一一一

H4i'時tt句航。� E開~ 議ニヰ r宵対b 

/、 喜姫長期� 
熊C3t 
C戸~

圭ゴト》

諸塁><J 量国到 q 
菊社運仁三� 

事9+殺 ごう 運社芸吉� 選
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( 、、 d

(ι. • V..) 

o むコ』い� 

o 国� 

ロ� (、，o ¥:lj 

(、� d 、d、‘r o「ち rコ
「ち� Cち� n 「で

「コ 「ち� rで
「ヲ� ∞
 ヒ幻 (、、 4 

F、J 

o 
ヒ司� o 「ち

て
同
じ
。
)
の
淫
閥
解
伎
を
確
認
す
る
た
め
の
問
題
と
し
、
そ
れ
以
外
の
問
題
の
設
問
及
び
解
答
肢
に
あ
る
路

符
口
う
に
つ
い
て
は
、
モ
ー
ル
ス
符
口
勺
を
も
っ
て
表
記
す
る
も
の
と
す
る
。

電
波
法
施
/
行
奴
則
(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
制
服
郎
第
十
四
弓
)
第
三
十
八
条
第
六
項
(
第
四
十
五
条
の
三

第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
九
日
む
。
)
の
規
定
に
ぶ
つ
き
、
電
子
申
請
等
に
よ
り
、
同
令
第
三
十
八
条
第
六
項
各

口
う
に
掲
げ
る
書
類
に
係
る
電
磁
的
記
録
を
提
出
し
た
無
線
局
及
び
民
令
第
四
十
五
条
の
一
一
一
第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る

る
こ
と
が
で
き
る
方
法
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
一
一
丁
一
年
七
月
一
臼
か
ら
施
行
す
る
。

一

十

二

日

総

務

大

原

佐

藤

勉

平
成
二
十
一
年
六
月 

4

無
線
従
事
者
規
則
(
乎
成
二
年
郵
政
省
令
第
十
八
口
行
)
第
二
十
一
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
五
年
一

郵
政
省
告
示
第
五
百
五
十
三
号
(
無
線
従
事
者
養
成
課
程
の
実
施
姿
鎖
を
定
め
る
件
)
の

平
成
二
十
一
年
七
月
‘
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
一
年
六
月
二
十
二
日

「記引

総
務
大
臣

4

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、

~ 

!rコ� Fで� ∞ 「ち 「コ� 
(、� (、、 d

Jo (、一' 、〔� 藤
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備付け及び照合の義務 一一一一一一ー一一� B'BIBlclc C	 VlI 不服申立て・苦!?防相談に対する適切な対応叩円四叩一戸CTeJT一一cTT
tO 

無線検査簿 様式及び保存期間� CICCICCICCICCICCIC 	
l 新たな人事評価の実施に係る苦情illil炎・
不日比申立て等への取組	 

トートートーー同ト←
無線業務日 記故事項及び保存則問� BIBBIC BIBIC C 2 苦情相談への対J;t;

誌

!.d封母子。。 
四 退職環境の署生協
 

ト一一	 [tl~JJ退職悩行の是正と同缶JIj:1iリ底の積極
免許状(証|備付け及び断、の義務 BIB日CCICBICCICCICCIC 	

的な活用� 

訂正、� jl}交付又は返納	 2 公務員の高齢期の燥用問題に{錯する検討� 
(世
 

第	4節民総人材の採用の促進� 

l 公務の活性化のための民間人材の採用� 

2 11別そ定めた職員の採川� 

3 研究公務員の任期を定めたJ采用� 
4 官民人事交流

第5 iIi'i 分!翠処分の状況

第6節法科大学院への派遣

第2重量 人材の符成

O その他備付けそ嬰する業務書類� CICCICCICCICCICCICCIC 
3 人事院による就職の事前承認制度の廃止 第� 1節 悶家公務員の研修の概要� 

沼2部人事院のkiiJ立、変遜と国家公務員人事管 tt12節人事院が笑施した研修� 

0縫時~~如l応i殴川知 11十〈砂 理における現代的課題 1 役職段階居IJ研修

何
戸
踏
ま
耽
)

51;1 HBNm時NQ11 =~~E:;1将憾� ¥"2:E:;m容器主主主話題しとミ寝室(8P長 1 1-1一同社湖沼制裁1燃Eぼ何事~iffi:i ll尽4一国 JL") はじめに 2 派遣研修� 

tr.i!.d時や初' 量E長手同十 1 .B士横長当祖母江ns滅亡〈十-\J TI~" ($111幸運羽越しと緊~Q~裏側!.d.1.{，-C¥;梅宮会JAiK...:l;'::6み H!節
税ìiÌìñ Q思議終掛型車~n:!氾のをやQ主主) Q 1 ~詰央j安~Q .1.{， 小1.1恒国..J' lòト世! 1-1-1沿いm::l出会心選:とい!{o。

除恒11十� 1.母《立と11十ii巴 縫総+<闘士討議設

総111障を「陸上移動局又は携帯局J 1~ r無線局」↓i都宮ゆ。� 

0鑓様E告mJ:l口|応燃川回11十4ミ砂
削指lJJi饗i路料相i除~i妥(性ト管長与十織部+;cそF-~眠-\J十Kこ刊滅+<;(*m窓n:!!.d当巾初 F みtさぐ社総点~.~~ロ 

1刊限4ぐ図4ぐ+-1 :::Q~" (剣勝.LJi怒知事紙幣貯廷に小lJJ{S$Q{lIK選択詩作央J限定的立)Q 11さ央1対Q吋小よ2対同

...:l'供資11十� 1社与J m::'巴ふえP禦しとい!{o。

住ト世11+1~刷とえ 11十!!巳	 鍾様~+<組組詰主主契

総� 1 Q~Qt将f壬 11m忠良業務日誌等J ~ IIm線業務日誌その他の従事の事実が確認できる� 書類J!.d悩t

定的。

狂 人材の確保・育成� 

第	 1節 人若手続の創立、変遷� 

! 被lìûの公務員itJlJ皮~ ('['，:吏制度) 

2 悶家公務員;去の成� "Lによる公務員ifjUI交の
確立
 

3 人事院の創立
 
4 s{1和40*の11;)家公務員法の改正
 
5 平成19"ト1司家公務員法改正
 
G 平成21年関家公務員法改正案


第2節 国家公務員人事管理制度についてのJjt
本認識� 

l 現行の1m家公務員人事管fFl1it;iJ度の仕組み 
2 人事宥瑚jfflJ!史そ構築する L.で、の留意点

3 言ijL価能力向上研修� 

4 テ←マ別・対象者別研修� 

5 指導者主主成研修等

第	3節各!の省が実施した研修等� 

l 各府省が実施した研修� 

2 各府省研修への支援

ヨi1 î~J 留学費)11償j家出IJ度

第3重量 職員の給与

第	 l節給与に関する報告と勧告� 

1 給与紡自の仕組み� 

2 平成20年の報告と勧告� 

3 公務員給与の実態品目査� 

問時一

梅田 第3節 [吋家公務員人事管理における羽代的課 4 民間給与の実態調査
三重 {叩 tb騨� 4日 三三 1 採用試験の基本的な見直しに向けた取組� 

題	 河]2節給与法等のJた施� 

リ'r家公務員の役:，l['五 11 
1

笠りi幹部援員の確保、育成の2 
 l 	給与勧告以外の制度改正� 

加 b榔型車

人事院年次報告(業務状況報告)

国家公務員法第24条第� l項の規定にJJづいて、

2
N
N
E
ω

人事院から、平成19年度の人事院の業務の状況に

ついて報告があったので、� i司条第2頃の規定によ

り次のとおり公表する。

日 次

はじめに

第� 1編人事行政

F
N
M
4
L

第� 1部人事行政この� 1年の主な動き� 

国
型
町 

社 

刊

3 人材確保活動の推進� 

4 緩験滋採用の拡充・国家公務員中途採用

者選考試験(降チャレンジ試験)の笑施� 

5 官民人事交流の拡大� 

6 女性国家公務員の採用・登用の拡大� 

7 任免に関する規則の整備� 

E 適正な公務員給与の篠保� 

1 	平成20年の報告と勧告� 

2 給与勧告の取扱い� 

3 給与勧告に伴う給与法さむの改正� 

4 非常勤職員の給与に関する指針の策定� 

2 年功序列・年次管理から能力・実績主義� 
J¥ 

3 高齢)~jO) il1[JtJ問題と組織の活力維持 

4 人事WieMJi刊，Ij皮と労働主，t本格� 

5 人事行政の中立・公iE性

第3音Il 平成20年度業務状況

第� 1.t(t: 職員の任用� 

J'!rl	1 inj 採用試験
 
l 人材確保対策
 
Z 採用試験
 
3 採用試験の方法
 

2 級別定数の改定等
 
3 表彰等による昇給の実施
 
4 給与実務の指)!~~i
 

5 独立行政法人等の給与水1:f~の公表


第 4:.~ 1隊員の勤務時間及び休暇� 

l 超過勤務の状況� 

2 勤務時間及び休暇制度に関する調査研究� 

3 裁判員制度』こ係る休暇の措讃

第Sl1言 職E誌の禰祉及び能三十え
第� 1節健燦安全対策� 

1 俊長誌の保持精進� 

4 尖施状況	 2 安全の確保� 
I 能力・実績に蒸づく人事管理の推進� W 勤務時閣の改定� 第2節任問状汎� 3 健康安全管理の指導及び啓発
1 人事評価制度導入に向けたリハーサル試 1 平成20年の報告と勧告� 1 j采問状況� 始。� 2 ~ri セクシュアル・ハラスメント対策� 

行の実施� 2 勤務時鴎勧告の取舵い� 2 夜E波及び離If臼状況� 1 セクシュアル・ハラスメント!釣止対策相

2 面制度及び評価結呆の活用の制度 3 勤務時間勧:与に伴う勤務時間法等の改iE� 3 本府省のi採録'jIfへの{f用 当者会議等の開催� {1人事言ijL

主!家公務員セクシュアル・ハラスメント

3 評価能力向上研修の実施 VI 懲戒処分の厳正性・公正性の館保 登用 防止週間� 
の整備	 V 仕事と生活の調和に向けた施策の祇進� 第3節� E穏� .m穣等採!tJ耳議員の幹部織員への 2 I


